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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和７年１月２８日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

・各教科における
指導方法の改善と
工夫

①観点別評価導入後の指導方法等の確認、
工夫と改善に向け、職員研修会の実施や教
育課程委員会、授業公開週間や教科別授業
検討会を活用する。
②県事業「未来を拓く学びプロジェクト」
を活用し、学習者の視点に立った授業改善
で基礎学力の定着及び思考力、判断力、表
現力の育成に向けて取り組む。
③英検、漢検、商業科検定等の受験を推奨
し、目標達成を学習意欲の向上に繋げる。

B

・観点別評価導入から3年経過し、全学年の
授業での実施となった中、基礎学力の定着
と学習意欲の向上を高めるための改善を図
る必要がある。
・学習理解度の差の改善に向けた取組とし
て、効果的な授業展開、ICTの活用方法等に
ついて、教員全体で取り組んでいく。

・生徒同士の学びあいなど、学ぶ意欲を高める工夫
をしていることがわかった。より多くの授業で工夫
を進めて欲しい。
・動画視聴等の理解を深めるICT活用に取り組んでい
るのが興味深かった。これからも活用を進めていっ
てもらいたい。
・生徒の話から、学びたい意欲が大きいことがわか
り、頼もしく感じた。

2

・生徒の自己管理
能力と人間力向上
に向けた取組み

①生徒へ部活動への参加を推奨する。各部
の成果を積極的に生徒等へ周知する。
②基本的生活習慣の確立を全教職員で取組
む。
③マナー学習での指導が一層効果的に浸透
するように工夫するとともに、保護者の理
解と協力も得る。
④特別支援委員会を中心に組織的に、配慮
を要する生徒への指導を確認する。

B

・生徒が、学習活動や特別活動に目的意識
を持って取り組むことで学校生活に軸を
持って過ごせるように働きかける。
・互いに過ごしやすい学校づくりのため、
「ルール・時間を守る意識」を学校全体で
作っていく。また、指導に課題が残った内
容について、対策を検討する。
・Classiの活用をより充実することで、保
護者との連携を高める。
・多様な生徒に対応するための組織づくり
を更に進める。

・携帯電話（SNS）等の情報モラルの取り組みは、生
活習慣の確立や学力向上にもつながる大事なもので
あるから、今後も適切に指導を進めて欲しい。

3

・主体的で積極的
に進路選択ができ
る能力と判断力の
育成に向けた取組
み

①「進路の手引き」を全年次で系統的に活
用して、３年間を見通したキャリア教育に
繋げていく。
②分野別ガイダンスや講演会、模試などを
通じて進路選択能力の向上に繋げる。
③進路指導部、渉外部、年次団で連携協力
してキャリア教育に取り組む。
④小論文、面接指導、補習の徹底で生徒の
進路ニーズに応えていく。

A

・進路状況の好調なうちに、目標に向
けて努力させるようシステム的な流れ
をつくる。
・基礎力診断テストは定着してきた。
進路決定に向けて段階的に学力を確認
できる手段を検討する。

・学業についても、自分の将来の進路についても、
自分の目標を持って取り組んで欲しい。
・ガイダンス等の取組でも、自ら活動して考えるこ
とが大事である。

4

・積極的な情報発
信で開かれた学校
づくりに取り組む

①中学校訪問や学校説明会等を適時適切に
取り組み、本校の学習活動や部活動等を積
極的にＰＲする。
②近隣小中学校との合同企画、高大連携を
継続して実施して連携を深める。
③寄居町を中心に地域のイベントに積極的
に参加協力して生徒の社会性向上に繋げ
る。
④ＨＰやダイレクトメール等を用いた情報
発信を定期的に実施する。

A

・今年度開催方法を改善した説明会・
相談会に意欲的に参加してくる中学
生・保護者がいた。来年度は志望校の
決定理由について検証していく。
・学校HPの更新については、今後も学
校の様子が分かる情報を発信してい
く。

・地域と地域の学校が触れ合うことはとても大事。
地域の人たちもそういう機会を喜んでいる。もっと
積極的に活動して欲しい。
・町に出ることは、寄居城北高校の広報活動にもな
るので、一緒に頑張って欲しい。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

①年次研修（初任研３名、5年研1名、10年
研1名　計5名）、未来学び2名を中心とし
た公開授業を実施できた。実際の授業を題
材に授業改善について検討する機会となっ
た。
②成績不振者数は昨年と差はなく、成績優
良者数は減少している。学校評価アンケー
トの学習理解度では、1,2年より3年が低
い。学校満足度では、生徒より保護者の方
が高い結果であった。
③検定受験者数は例年並みだったが、合格
率は学年により違いがあった。

①進路達成率は94％であった。
②進路実現に向けてのガイダンスや講演会
を学期ごとに実施できた。
③進路指導部、学年団を中心とした組織で
取組み、学校評価アンケートでは「しっか
り取り組めている」と生徒の89％が回答し
ている。
④小論文・面接指導等の夏季講習では、延
べ200名以上の生徒が受講し、受講した生
徒の進路実績も良好であった。

①教員相互の授業参観者数が85名以上あ
り、教科別検討会の実施回数が3回以上
行われたか。
②成績不振者数及び成績優良者数、授業
理解度、自習室の利用者数や保護者アン
ケートでの学校満足度が昨年より向上し
たか。
③各種の検定試験の受験者数及び合格率
が昨年度より向上したかどうか。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

　　出席者　学校関係者　　　　７名
　　　　　　生徒　　　　　　　６名
　　　　　　事務局(教職員)　１０名

不十分(４割未満)

【現状】令和５年度も、学年団及び進路
指導部の連携した指導により、進路結果
は良好であった。
【課題】１年次の産社・総探でのキャリ
ア教育の成果を、進路決定時期に継続さ
せる工夫が必要である。多様な進路が選
択しうる本校の進路活動への保護者理解
を一層、推進する必要がある。

①中学生と保護者のニーズに即したホー
ムページを活用する等新たな取り組みも
行えたか。また、受検生が募集定員を超
えたか。
②各種の取組に参加した生徒数と高大連
携事業が有効的で効果的に実施できた
か。
③ボランティア活動を通して地域社会に
貢献できたか。生徒の満足度は高かった
か。
④定期的な更新と情報発信ができたか。

現状と課題

【現状】北部地区は中学校卒業者が大幅
に減少しており、生徒募集は困難であっ
た。
様々な広報・生徒募集活動を展開してい
る。
【課題】今後も継続して、説明会等を通
じて、本校の教育活動を積極的にＰＲす
る必要がある。内容、時期、時間帯、手
法も含めた効果的な説明会配置の検討が
必要である。地域社会や大学等と連携の
強化、部活動広報等を、本校の特色化と
活性化に繋げたい。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

【現状】授業受講状況等、生徒の受講態
度、マナーは良好である。
【課題】基礎学力の定着が必要な生徒と
ともに、学習意欲の高い能動的な生徒も
在籍している。それぞれの更なる伸長に
向けた指導方法の改善と工夫、及びわか
る授業を展開するにあたり、ICT機器等の
有効利用が必要である。

【現状】多くの生徒は基本的な生活習慣
が確立されており、礼儀正しく素直な生
徒が多い。
【課題】挨拶や整容指導等を通した社会
人基礎力の育成と徹底には、指導に対す
る保護者の理解と協力を得る工夫が必要
である。学校不適応の生徒に対する指導
改善も急務である。活力ある学校生活の
維持のためには、部活動活性化も喫緊の
課題である。

①部活動加入率が前年度より増加してい
るか。
②欠席、遅刻した生徒数が年間を通じて
昨年より減少したか。
③指導件数の推移や指導方針に対する保
護者の理解度が向上したか。
④配慮を要する生徒への指導に関する職
員研修会を実施できたか。

①卒業生の進路達成率、生徒や保護者対
象の進路指導アンケート結果が昨年と比
べて向上できたか。
②分野別ガイダンスや講演会などが計画
的に実施できたか。生徒対象の事後アン
ケートで肯定的な回答が多数であった
か。
③新たな組織形態での実施が効果的で
あったか。生徒の満足度は肯定的であっ
たか。
④各種の取組に参加した生徒数。

①中学校からの説明会依頼も増え、積極的
に外部に出て生徒募集活動を行った。学校
ホームページを見ての問合せもあり、適宜
対応することができた。中学生の希望状況
は0.81倍であった。
②部活動や委員会を中心に、小中高連携事
業を年間３回（学期に1回）を実施でき
た。
③寄居町のイベント（交通安全運動、産業
文化祭、水天宮祭等）に参加し、貢献する
ことができた。
④学校行事・部活動について、最新の情報
をHPから発信している。

年 度 評 価（ 1月27 日 現在 ）

①1年生の部活動加入率は、69％とやや減
少した。
②欠席・遅刻数ともに増加している。日常
生活について、Classiの活用により、生
徒・保護者との連絡手段が増え情報共有は
しやすくなっている。
③指導件数は昨年同様となった。
④職員研修会は実施はできなかったが、組
織的に状況把握を行い、必要に応じてカウ
ンセリングに繋げることができた。

評価項目の達成状況方策の評価指標

令 和 ６ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 寄居城北高等学校 ）

目指す学校像 一人ひとりが 個性輝く 元気な学校

重　点　目　標

１ 系列の特性を生かした教育を実践し、確かな学力の育成と資格の取得に取り組む。
２ 基本的生活習慣の確立を図り、部活動や学校行事などの特別活動を通して規律ある態度を身に
つけ、心身ともに健全な生徒の育成に努める。
３ 「産業社会と人間」での学習を通して、進路意識の醸成を図り、生徒の適性や希望に応じた進
路実現に努める。
４ 積極的な情報発信を通して、保護者・地域の方に感動と共感を与えることのできるシステムを
構築し、地元を中心に意欲ある生徒の確保に繋げる


